














Girls’ education theory of Shoin Yoshida
Masaaki KAWAGUCHI
〈Keyword〉
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⑤ good wife and wise mother, heroine
〈Abstract〉
Girls’ education theory of Shoin Yoshida was, 1, 1850, the period that targeted a younger sister, 
was no intentional education. 2, 1854 December, time to as a target a younger sister from the 
Noyama Prison, was intentional education. 3, From 1856 August through the men of the cedar 
family home, as a target up to general women, time was lecture to “heroine” type education. 4, 
After the political collectivization and collapse of the Shoka Sonjuku of 1858 September, again 
as a target a younger sister in a letter, was to elucidate the fact that changes in the timing and 




























に君将を識る 眼は阿爺よりも明かなり 尼将豈に恥ぢざらんや、 （中略）外家九世栄ゆ」と述べ 「良妻賢母」の基本と思われる「三従の教え」に背いた北條政子を絶讃している。これは明らかに、これまで多くの方々が、松陰の女 教育論の特色とされてきた理想的女子観とは相容れない女子観というべきであろう。　
ところで、私はこれまでの予備研究で 松陰の女子教育論は動機





























































4）　「政子」 （ 『全集』五巻、二七七頁） 。
（




吾れ則ち之れを敬す」 〔 「文妹久坂氏 適く 贈 言」 （ 『全集』四巻、一五八頁。 ） 〕と褒め いる。また、その千代は、明治四十一年 「梅太郎は寅次郎に二歳 長、自分は二歳






































































「借牢願」 による入獄であり、 現存する史料を見る限り、 刑期は決まっておらず、また、取り調べが行われ 形跡はない。これは、松陰に、死ぬまで獄に留めおかれるのではないかという放擲の不安、あ いは獄中でひそか 殺害 れるのではないかという徒死の不安を抱かせたものと思われる。その一方で、松陰は西欧諸国の我が国への侵略は現在 進行中であ という危機感をもっていた とすれば、目の前にいる人々にその思いの丈を語りかけたいと思う は人情であろう。　
四点目は、彼が弘化年間（一八四四―四七）より、武士というも





















































五頁。 ）の書翰によれば、 「獄中には従来」 「節分の日」の「饗応事」などの「弊習」があり、 「新入」の松陰も自然に同囚との接触機会が生じたことが分かる。ただ、同時に、 然れども弟は杉家の児たる故、是れ等の事も皆々憚り居り候趣なり」とあり、松陰は特別な扱いであったようである。その後、安政元年十二月二十六日付けの「同囚富永彌兵衛に与ふる書」 （ 『全集』二巻、三〇三
─三〇四頁。 ）より、こ


















15）　「宮部鼎蔵宛」 （ 『全集』七巻、二三一頁） 。
（
16）　「五十七短古」 （ 『全集』六巻、四一頁） 。
（
1（）　「浮屠黙霖に復する書」 （ 『全集』二巻、 五一頁） 。
（
























と暗君愚将とは平生に定まることなれば、平生の言行各其の遺命なり」 （ 『全集』四巻、二八頁。 ）と述べている。とすれば、これは松陰の「遺訓」だったと考えることもできる。なお、安政二年六月、松陰は月性にあて、 「華周・杞梁の妻は善く其の夫を哭して、国俗を変じ りと」 〔 「清狂に与ふ 書」 （ 『全集』二巻 三三〇頁。 ） 〕と送っている。或は、松陰は女子にこのようなこ まで期待していたのかも知れない。
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た長女豊子誕生を祝う短古中にも見ることができる。そこには、 「預期才色美。堪当君子偶」 〔 「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、四〇五頁。 ） 〕とある。これは、姪豊子を「心ある立派な男子の婦人となるに不足ない女子に育てよ」との、松陰から兄梅太郎への懇願であろう また、同年 妹壽の子小田村篤太郎の初節句を祝して贈った漢詩に、松陰は「天家遺策至今伝、好斬夷酋復上古」 〔 「小田村外姪阿篤初めて重五に値へるを賀す」 （ 『全集』六巻、一二一頁。 ） 〕と記している。これも、甥篤太郎をこの様 男子に育てよ、との妹教育と見ることができる。
（
33）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八〇頁） 。
（
34）　
松陰は手習に関しては、 安政二年正月、 妹千代にあて、 「阿





























へは、 「君臣の義を重んじ、忠諫 少しも曲げず 終に家絶え身亡ぶとも必ず云は 、世禄の士さこそあるべきことと、国君の社稷の為めにする、人臣の為めにする。理は一なり」 〔 「武教全書講章」 （ 『全集』一巻、二八頁。 ） 〕と講義しており 家の存続意義が異なっていたこと 注目される。
（




「立身出世を祈」ったり、 「長命富貴を祈」っており、これは「心得違」いであると批判する。そして、神様は「正直」 「清浄」を「好み給ふ と述べ、神様信仰とは、 「己が心を正直」 「清浄」にし、 「外に何の心もなくただ謹み拝」め 「誠の神信心」を諭す。更に、菅原道真の「 だに誠の道に叶ひなば祈らずとても神や守らん という歌を引き、 「能々考え」て見なさい 教えている。また、付けたりの様な形で、 仏と申すものは信仰 に及ばぬ事なり との教えも見ることが きる。これも「正直」 「清浄」な精神生活の教えであった。　
三点目は親族親和の教えである。松陰は「是れは大てい人の心得
















































































































す夷国の阿豺と申す人、子二十人あり。病気大切なりければ、 弟の慕利延を召て申すには 『汝一本の矢をとりてをれ』 。慕利延これを折りたれば、又申すには『汝十九本の矢をとりてをれ』 。慕利延折る事あたはず。阿豺申すには『汝等能く心得よ、一本なれば りやすし、数本集まれば折りがたし、皆々一致し国を固めよかし』と。国 ても家にても道理は同じ事なり。とかく婦人の詞より て親族不和となる事おほ 忘するべからず」 〔 「妹千代宛」 （ 全集』七巻、二八五頁。 ） 〕と記している。
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紙がある。内容より、十二月三日以後、千代から返書があり、それに対する松陰の手紙であることが分かる。これには、 「御文のおもむきく かへし見候間、善き心掛の事どもかんじ入り候、随分ゆだんなく心掛専一に存じ候」とあり、松陰の教育に対する千代の反応に松陰が満足していることが分かる。しかし、松陰は更に、 「武士」には「勇が大切」と記し、 「小供へいとけなき折から」 「をしへ」込めと、幼児教育の重要性を説いている。そして 教材と て「軍さの絵」 「武者百人一首」 、 また、 理想的武士として、 「楠




54）　「叔父玉木文之進宛」 （ 『全集』七巻、三〇六頁） 。
（
55）　「時事に感じて作る」 （ 『全集』六巻、一三九頁） 。
（
56）　「清国咸豊乱記」 （ 『全集』二巻、一〇 頁） 。
（
5（）　「田單」 （ 『全集』六巻、八〇頁） 。
（




は杉梅太郎。 「毅甫」は玉木彦介、 「倉橋直」は倉橋克之助は兄梅太郎の嫁龜の縁者である。 「武教全書講録」には開講初日の参加者名が、また、 「丙辰日記」には他の開講日三回の記録がある。
（
60）　「関係人物略伝」 （ 『全集』十巻、五三二頁） 。
（

































































































天地間に稟くる者」は、 「貴となく賤となく 男となく女となく」 「一人」でも「逸居」させるべきではなく、 「一人」でも「教」えない
（
62）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五〇頁） 。
（
63）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五二頁） 。この「淫泆の婦」とは同囚高須久子かと思われる。松陰は後、安政六年三月、前田孫右衛門にあて、 「寅は不孝不忠の人なり、野山に繋囚せられ方に賊子奸婦と伍を為す」 〔 「前手元に与ふ」







たり子子たり、兄兄たり弟弟たり、夫夫たり 婦たり、天下豈に平かならざることあらんや。 （中略）若し君君たらずと云へども臣臣たらば天下尚ほ平かなり。 （中略） は君の道を尽して臣を感格すべし。臣は臣の道を尽して君を感格すべし。父子兄弟夫婦も一理なり」 〔 「講孟
記」 （ 『全






66）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五四頁） 。
（
6（）　「松下村塾記」 （ 『全集』二巻、四三六頁） 。
（
68）　「烈婦登波の書に跋す」 （ 『全集』四巻、一二四頁） 。
（






























下、宜しく兵学校を興し、諸道の士を教へ、学校中に操演場を置きて礟銃歩騎 法 習はし、方言科を立てて荷蘭及び魯西亜・米利堅・英吉利諸国の書を講ずべし」 （ 『全集』二巻、四九頁。 ）として「兵学校」創設を提唱 、後 安政五年の「続愚論」には、 「京師に於 文武兼備の大学校御造建成させられ、上
　
皇子皇孫より下斎民に至るまで、














































の事績を以てし、殊更丁嚀に二夫を更へざるの大義を教戒」せよと教えている。よって 「最初婿を択ぶ」 「時も勿論苟且なか ことな






























































しての心構えである。松陰は「仏のをしへ」の「奇妙な仕懸」を説明し、それよりは、 「禍福は縄の如しといふ事を御さとりがよろしく候」と諭す。そして、 「拙者の気遣ひに観音様を念ずるよりは 「楽が苦の種、福は禍の本といふ」ことを悟れと説いている。　
二点目は杉家の「兄弟をひめひ」への、 具体的教育の指示である。







































































































子の「化粧」のあり方に関する教育依頼を見ることもできる。これが現存する松陰から玉木にあてた最後の書翰であ 。松陰 いう　『詩経』の「豈に膏沐なからんや。誰れを適として容を為さん」という「二句」を「曾て何心なく読」んでいました。ところが、 「後に曹大家の女誡専心の篇を見」たら、 「出でては冶容なく、入りては廃飾なし。 ・・・・・・此れ則ち専心正色と謂うふ」 、 「入りては則ち髪を乱し形を壊り、出でては則ち窈窕態を作す。 ・・・・・・此れ専心正色なる能はずと謂ふ」と う二つの文章がありました。
































となった。この時、松陰は松下村塾で育てた門人、同志らのほとんどに背かれ、 従う門人は入江杉蔵、 野村和作の兄弟の二人のみであった。 そして、 松陰はなすこともなく 山獄に一人置かれていた。 「義」を生きるこ のできない松陰は衷心より死を希求し いた。　
以上より、 「政子」は、このような、孤立した松陰の、異常な精



























月九日から同四月までであり、 それは七例しかない。なお、「草莽」との用例は嘉永四年二月二十日が初出で、安政六年四月十四 までに二十九例を指摘することができる。 「草
莽」及び「草莽崛起」の概念規定は研究中。
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梅太郎あての書中で、妹へ無意図的教育を行った時期。第二ステージは、 「下田事件」後の安政元年十二月、野山獄から手紙で妹へ意図的教育を行った時期。第三ステージは、安政三年八月から杉家一族の男子相手に理想的女子観、 女子教育論を講義した時期。そして、第四ステー 安政五年九月の松下村塾の政治集団化・崩壊後、手紙で妹へ「遺訓」教育を行った時期 ある。　
それは、理想的女子観、教育内容的には、第一、第二ステージの
「良妻賢母」型教育から、第三ステージの「烈婦」型教育、そして、再び第四ステージの「良妻賢母」型教育への変遷であった。ただ、松陰が基本的に理想としたのは「経」とした「良妻賢母」型であったことは間違いない。しか 、松陰が生きた時代はそのような教育のみを許さなかったのである。そこに、松陰の「権」としての「烈婦」型女子賛美 あ 。　
また、教育対象は第一、第二ステージの妹から第三ステージでは、










のみ」は、原史料では「蓋以所居不一 而所遇不同耳」 （山口県教育会編『吉田松陰全集』岩波書店、昭和十一年 一巻、三七四頁。 ）とある。これを昭和四十七年の『全集』では、上記 ように「以てのみ み下してい
し、それではこの訓じ方はなじまない。 「以」を因、依の意に解して、 「によるにみ」あるいは「によりしのみ」と訓ずるのが妥当 あろう。
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10（）　「清国咸豊乱記」 （ 『全集』二巻、一〇七頁） 。
（
110）　「田單」 （ 『全集』六巻、八〇頁） 。
（
















































母瀧は 「柔順」 「果断」 共に兼ね備えた女性であったことが分かる。
私が母瀧を松陰の理想的女性と見る所以である。将に、この瀧が生
み、育てた松陰なればこそ、上述した様な女子教育を展開し得たというべきであろう
）（（0
（
。
　「阿兄は常に妹共を戒むるに、心清ければよし、貧しきに富めるが如く見せ、破れたるを殊更に完つたかる如くに示さんとするは悪し、婦人たるものはよく
く
心得べしと言ひにき。自分は今も尚ほ
阿兄の声が耳底に響くが如 覚ゆる り
）（（0
（
」とは、松陰刑死後五十余
年後の妹千代の回顧である
）（（0
（
。
川口雅昭
　
人間環境大学教授（日本近世教育史）
〔付記〕本稿は第六十七回中国四国教育学会「教育の歴史」部会（平成二十七年十一月十五日、岡山大学教育学部）で報告した「吉田松陰の女子教育論」に、その後の論考を加え まとめ ものである。
